
皆さん、こんにちは、石川県議会議員の西田昭二です。今年の4月には皆さん方
に大変大きなお支えをいただき、無事、3度目の選挙を無投票で当選することが
できました。心から感謝を申し上げるところでございます。また、石川県議会に
おいて第108代目の副議長の職を拝命することが出来、身に余る光栄であります。
今後とも 中村議長を支えながら 県勢発展のため、務めてまいりたいと思って
おります。今春には、県民の願いでありました北陸新幹線金沢開業や能越自動車
道開通、NHK連ドラ『まれ』の放映で、能登にも多くの人達が訪れ大変な賑わい
でありますが、この盛り上がりを 一過性に終わらさせること無く、継続できる
よう関係の皆さんと協力をしていきたいと思っております。これからも皆さんの
温かいご支援ご協力をいただきますようお願い申し上げます。
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石川県議会副議長 西田昭二( ３期 ４６歳 ) 

県議会での主な略歴
H27.4.30 石川県議会第108代副議長に就
任
Ｈ26年 県議会 環境農林建設委員会 委員長
Ｈ25年 〃 商工労働公安委員会 委員長

〃 政策調査会検討委員会座長
Ｈ24年 〃 環境農林建設常任委員会 委員
長
Ｈ23年 〃 厚生文教常任委員会 委員長

•1969年七尾市石崎町生まれ

•七尾商業高校、愛知学院大学商学部卒

•卒業後、地元七尾出身瓦力代議士の

秘書として10年間経験

・2001年10月七尾市議会議員選挙にて

32歳で初当選(通算3期)

・2007年4月石川県議会議員選挙にて

37歳で初当選(現在3期目)

・自由民主党石川県支部連合会

青年局長・政務調査会長代理を歴任

・教員免許取得 ・相撲４段

【家族構成】妻・二女( 中2・小6 )

プロフィール

地元の活動も
精力的な西田副議長

県議会議長の代わりに
議事進行にあたる西田副議長

議長代理で祝辞する
西田副議長

中村議長と定例会見に
て

mailto:nanaoplicy@yahoo.co.jp


初心を忘れることなく！ 3月議会一般質問
県議会初当選から3月議会で32回目の県議会定例会が行われ、これまで初回からずっと一般質

問や委員会での質問を続けています。細かな質問もありましたが『地元七尾を大切に』との思い
であり、能登の県議会議員として県との『つなぎ役』に徹する思いは今も変わりません。
以下は、3月議会における私の質問と執行部の答弁の趣旨です。

首都圏での観光誘客について【平成27年 3月議会にて】

《質問要旨》 本年1月のふるさと祭り東京で、石崎奉燈祭が出演することから 私も地元の担ぎ手200
人と一緒に奉燈を担ぐために参加。来場者の方から、「新幹線で能登へ行き、本物の祭りを見に行
く」との声を聞き、十分なＰＲ効果があったと感じているが、県ではどのような評価しているのかを伺う

《知事答弁》 食と祭りをテーマとして首都圏では最
大級の集客を誇るイベントである『ふるさと祭り東京』
では過去最高の約42万人が来場、Ｈ23年から5年
連続で参加。新幹線開業直前となる本年は例年の
販売ブースに加え、北陸三県で大型イベントスペース
を確保し、百万石の鮨や加賀、能登、金沢の特産
品を販売ほか、観光魅力と新幹線開業を一体的に
ＰＲ。本年は石崎奉燈を祭りのメインとして、地元の
担ぎ手200人によって勇壮に乱舞、首都圏の方々に
能登の祭りの魅力を大いにアピールできた。今回の出
展を開業前の魅力発信の総仕上げと位置づけ、最
大規模の取り組みとしたところ、個人向けのフリープラ
ンの現在の予約状況が前年同期比で3倍近くになっ
ているといった成果に繋がっていると考えており、今後
の誘客拡大にも大きく寄与すると理解している。 H27.1.ふるさとの祭りin東京(七尾市広報)

能登の農林水産業の取り組みについて【平成27年 3月議会にて】

《質問要旨》 特産品の生産から加工、販売、消費まで県内の関係者が連携した生産拡大や利
用拡大に向けての取組み、おもてなしの食材の生産体制とブランド化への取組みについて伺う

《知事答弁》農業者の収益性向上のためには作ったものを

売るのではなく売れる商品づくりが不可欠。首都圏では、
こだわりの食材を用いた商品開発に力を入れており、本県
の量は少ないが特色のある品質の高い農産物が多いという
ことが今強みとなる。収益性の高い農業経営を実現のため
製造業との連携を行っているが、今後さらに県産食材の付
加価値向上の観点から新たに流通産業とも連携をした取り
組みに着手。年度内に認定する未来につなげる「能登」の
一品などの特色ある県産食材を活用し県内生産者と三越伊
勢丹が連携したプレミアム商品づくりに取組む。今後とも
本県の多品種小ロットというと特徴を生かし、売れるもの
をつくる産業への転換を加速させ、特色ある県産食材のブ
ランド化に磨きをかけ付加価値向上へのさらなる高みを目
指し本県農業の収益性向上にさらに努力をしてまいりたい

【平成 27年 3月議会】その他の一般質問
◎新幹線開業後の2～3年後を見据えた観光対策を ◎七尾線の活性化･利用促進対策について
◎いしかわ百万石物語・江戸本店の新幹線開業後の取組みについて
◎食の魅力発信と能登牛やトリガイ等の農林水産業のブランド化の取り組みについて
◎能登ヒバの利用促進と林業振興で地域活性化を
◎緊急搬送に伴う生存率向上と救急救命体制の充実強化について

能登ふぐ
Ｈ26.11.21北國新聞

能登なまこ加工組合
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